
”ふくサポだより”
 東日本大震災では、ため池決壊により尊い人命が失われるとともに、住宅や農地などでも被害
が発生しており、大規模地震に備えた耐震照査と必要な整備の実施が急務となっています。
 ため池の多くは、水利組合や集落などの受益者を主体とした組織によって管理されています

 ため池の周囲には都市化や混住化が進んでいるところも多く存在し、事故の危険性が増してい
ます。 このような中、安全管理に対する施設管理者の意識高揚、関係者間の連携などが重要と
なってきています。

【ため池管理者の適正管理をサポートします】
● 適正管理の手法や補修・補強等の助言、啓発活動の実施 ●

『 令和２年度の取り組み実績 』
①ため池の相談対応
・ため池に関する相談窓口を設置しまし
た。昨年は補修についての相談を５件受
け、対応いたしました。

  農業用ため池に関する相談窓口
 （水土里ネット福島 施設管理課）

 連絡先   

②情報収集
・県内の防災重点農業用ため池(約1,400
箇所)の台帳について、連絡先や写真な
どの情報を逐次更新しています(昨年は
100箇所実施)。
・対策工事を計画している県内約40箇所
のため池について、池周辺の状況を的確
に把握するため、ドローン撮影を行いま
した。

③点検支援
・点検支援の一環として点検チェック
シートを作成しました。
・点検チェックシートの現地検証を令和
３年３月１８日、福島市水原地内の六郎
沼ため池にて、福島市土地改良区２名、
ため池管理者４名、土地連３名、計１１
名で実施しました。

④啓発活動
・昨年度、水土里ネット福島のホーム
ページ上に ため池サポートセンターの
ホームページを立ち上げました。
(裏面下部を参照下さい)
・今年度より”ふくサポだより”を不定期
ではありますが発行し、多様な情報を発
信して行きます。



 防災重点ため池
 位置図 検索

● 福島県ため池サポートセンター ●

　所在地　福島県福島市南中央三丁目３６番地（福島県土地改良会館内）

　ＴＥＬ　０２４－５３５－０３８３、ＦＡＸ　０２４－５３５－０３５８

　E-mail：tameike-support@midorinet-fukushima.jp

　ホームページ：https://www.midorinet-fukushima.jp/

県内ため池の位置・情報の
閲覧が可能になりました

①ため池相談窓口の設置

③点検支援(シートの現地検証)

②情報収集（ドローン撮影40箇所）

④啓発活動（ホームページ開設）


